









合 目的的行動を誘発 した学生の学び (そ の 1)
―学生実習目標 。実習感想記録分析一
大園 孝子 1),金子 道子 2),徳永 龍子 1)























キーワー ド :イ ンリアル・コミュニケーション,自 閉症児,合 目的行動 ,
看護学生
間関係を結ぶことに難しさをもっている。小児



















そこで,(そ の 1)で は,学生実習目標・実習


























パラレル・ トーク :子 どもの行動や気持ちを
言語化する
セルフ・ トーク :自 分の気持ちや行動を言葉
にする
















ン)の 歴史は 1974年 アメリカで ワイズ,R
博士 とヒューブレイン,E女史によって言語
発達遅滞幼児に対する言語指導の一つとして
開発 された。1980年 代 に,イ ンリアルはコ
ミュニケーションに基礎をおく学習促進法とし
て,広義のコミュニケーションや学習の問題
を扱い, 1984年 ,「INREAL:Inter Reactive
Learning Communication(相 互 に反応 し
あうことで,学習 とコミュニケーションを促































次の発達援助論 10時間, こども援助論 (小 児






























園実習 1日 間,3年後期に保育園実習 3日 間,
重症心身障害児通園施設 2日 間,小児病棟実

























































































































No 学生の行動目標 学生の行動日標の意味 (意味的要約分析 )
ミラリ′グ ,モ ニタリングなどで児の反層を観察 し ,児
か らの表情・行動・言葉を受容・共感することを大切
にする。そのために ,自 分の気持ちや行動を言葉にし
(セ ルフ・ トーク ).児 の気持ちを代弁 して (′ ラヽレル・
トーク)関わる。
対象理解のための関係づくり :イ ン |サ アルで用いられる 高語心
理学的技法による関係づく t〕 .SOビ Lを守る。
先生の児への関わ り方や接 し方 ,遊びの内容等を観察
し,児の反応をみて児への関わ り方のヒン トにする。
実習に必要な知識と技法の理解 1児 を療育する先生のモデル的接
し方と児の反応をみて .自 分の関わ t,方 のヒン |ヽ とする学ぶ学■
としてtD基 本的態度。
先生の指導方法をみて学び ,児 と関わる中で分か らな
いことは相談し ,児 と楽しくすごせるようにする。
学生は主体的に既修知識を実習体験に統合できる
児に適切な療台方法を学び .児 と楽 しい時間を共有するために先
生の療台方法を学び .分からな tヽ ところは相談する学ぶ学生とし
ての基本的態度。
児が主体的に動ける為に児のペースに合わせて .児 の
反応を大切に ,待ち時間を取 り 間を与え 、児に耳と心
を傾ける関わ りができるよう |こ する。











学牛は 1:体 的 |こ 既修矢|1識 と実習体験統合できる
療育専門の先生が行う ,障害児の困難な動作への関わ りを ,看護
の専門の市場から観察 し.手伝う。
B施設の一日の流れと児の一 日の過ごし方を観察する。 対象理解 :生活主体がそこにある児の 1日 のすごし方 ,流ね .|」
ズムを療台されるニード見極めのために観察する。
児の世界に入り,学 4~の 存在 |こ 気づいてもらって .児 に
合った課題に向けたアプローチができるよう|こ 関わる。
学生は児と言語的・合目的行動をする :
児が学生の存在に気づきつつ ,児の世界で ,目 的をもった行動が
できるための方法を学ぶ。
インリアル・コミュニケーンヨンで自開症児の















































































































学生感想文は 1・ 2日 目を通して 11文節 ,
11記述テーマが抽出された。11項記述テー



































1 児に言葉 ,行動 ,思いの表現等の発達遅延はあっても 、子ど







■)午後から同じ動作をし,1楽 しいね」「何だろうね ?_「 ブー ,
ブー ,グルグル」
~○
○したいの り|な ど試行錯誤して関わ り ,
少しずつ寄 り添えたように感じた。
1、 )児 の 1日 界を感 じみるというのは .児への非言語的な関わ り
を大切にして ,関 わろうとする姿勢が大切。
1,障害児であっても児は元気で楽しいこと,嬉 し




















1)1)の課題に ,例 えば ,日 常生活で靴箱に入れる時の声かけ

















































7,i)今 日 ,イ ンリアル・コミュニケ~ン ヨンをずっとくり返
しなが ら児の世界に人ろうと側にいると .手 をひいて行った





ンヨンを何度もくり返 し、ミラリング .モ ニタリング ,バ ラレ
ル・ トーク .セ ルフ・ トークをミックスして使 うことで .少
しずつ児の変化や訴えを感じとれるかなと思つた。









8,忍耐・体力も一杯使う児であるが ,子 どもの口∫愛 らしさも一






















うと ,心強 く感 じ .そ れを支えにステ ソフアッフする存在で
ある
10,学生の小児観
気持ちをわかり .快 を与えると .そ れを支えに
ステソフアンプする存在
11,考え ,楽
し く ,も っ
としたい実
習
11.と ても考えた 2日 間だったが ,も っともっと開わっていたい
と思った 2日 間で .楽 しかった


















































































































The Learning Experience of the Students who Had Autistic Children Act
Purposefully by Applying INREAL Communication (Part 1)
- The Analysis of the Students'Aim of Practice and
Their Comments on Actual Performance -
Takako Ozonol) , Michiko Kaneko2) , Ryuuko Tokunagal)
1) Kagoshima Immaculate Heart University
2 ) Nihon Tekio Kango Riron Kenkyuukai
Key words : INREAL Communication, autistic children,
nursing students, purposeful action
Abstract
Aim:
This research is to show the actual effect of INREAL communication through the nursing
students' performance which enabled autistic children to act purpose fu1ly. Consideration
is also given to effective ways of applying the principle and method of INREAL
communication in which the students were trained.
Method :
The record of practice of two third-year nursing students who took care of autistic children
at a day-care institute for physically and mentally heavily handicapped children were
analytically summarized to clarify its significance.
Result and Discussion :
1 . As a result of the analysis of the aim and the activity plan for the practice set up by the
students themselves, the following three characteristics were noticed.
I ) The students' activity plan to learn the specific ways to deal with autistic children
directly from the model shown by the care specialist at the institute.
2 ) The aim of practice set up to apply SOUL as the basic attitude of an adult when
dealing with children and INREAL communicatlon.
3 ) The aim and activity plan for the practice with the intention of grasping the
symptoms and caring needs peculiar to autistic children.
2. Persona-1 relationship of the students and the children over the two days was examined
through the analysis of the students' commnet on the practice and reconstruction of its
context.
1) The first day i the relationship at the level of exchanging smile and getting to know
the inside of the children through INREAL communication.




wish to support grew out of it, and the relation turned into the mutual dependence
supported by love. This love and wish to support helped them to assume the
mothers'determined acceptance of the handicap, which then lead to understand the
stronger mutual reliance among the family. Thus the students'relationship with
the children reached the level of their wishing to continue the role of student staff
to support and enhance their comfort.
